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四日替おE存者合理清伝競併イヒ祭？：

松
本
市
芸
術
文
化
祭
の
一

環
と
し
て
「

鈴
木
鋲
一

と
才
能
教
育」

と
題
さ
れ
た
催

し
が
十
一

月
六
日、

松
本
市
民
会
館
で
行
な
わ
れ
た。

当
市
で
の
才
能
教
育
国
際
研

究
大
会
の
開
催
を
来
年
に
控
え 、

市
民
の
い
っ
そ
う

の
理
解
と
協
力
を
得
ょ
う
と、

市
な
ど
の
主
催
で
聞
か
れ
た
も
の
で
あ
る 。

写
真
上
は、

東
京
外
国
語
大
学
教
授
・

中
嶋
嶺
雄
先
生
の
講
演

「
教
え
子
か
ら
み

リ
ン
＃玉子 。
は

た
鈴
木
先
生」 。

中
嶋
先
生
は
少
年
時
代
に、

松
本
音
楽
院
で
バ
イ
オ

れ
た

。写
真
下
は、

同
じ
く

鈴
木
先
生
の
教
え
子
で
あ
る
江
藤
俊
哉
先
生
に

曲
は
パ
ガ
ニ
1

ニ
の
奇
想
曲

よ
る
演
奏 。

演奏を終えて、 鈴木先生と一緒にあいさつす

る生徒たち
出演の先生方に花束の贈呈。 左端は和合松本市長

『鈴木慎一と才能教育　『才能教育-1982.11.30



会急考久；
TALENT EDUCATION No. 62 

－

編
集
後
記

－
鈴
木
会
長
は
ア
メ
リ
カ
鈴
木
協
会

（
S
A
A
）

の
招
き
で
十
月
一

日
か
ら

十
七
日
ま
で、

シ
カ
ゴ
・

フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
・

モ
ン
ロ
ー
・

ツ
1
ソ
ン
な
ど

ア
メ
リ
カ
各
地
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
「
鈴
木
音
楽
祭」

が

開
か
れ、

現
地
の
先
生
方
や
生
徒
が
集

ま
り、

ワ
ー
ク
シ
ヨ
y
プ
や
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
す
。

今
回
の
会
長
の
訪
米
に
対
す
る
反
響

は
特
に
大
き
く、

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
を

は
じ
め、

ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
州
議
会
・

ジ
エ

｜
ム
ス
タ
ウ
ン
市
長
・
ハ
ワ
イ
州

知
事
か
ら
温
か
い
歓
迎
と
賞
賛
の
メ
γ

セ
l
ジ
が
贈
ら
れ
た
ほ
か、

イ
リ
ノ
イ

州
で
は
鈴
木
音
楽
祭
の
行
な
わ
れ
た
十

月
三
日
を
「
鈴
木
デ
l
」

と
定
め、

今

後
毎
年
記
念
行
事
を
行
な
う、

と
の
こ

と
で
す
。

そ
の
ほ
か
ノ
1
ス
・

イ
ー
ス

ト
・
ル
イ
ジ
ア
ナ
大
学
か
ら
は、

名
誉

教
授
の
称
号
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
鈴
木
会
長
の
訪

米
報
告
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

－
才
能
教
育
は
オ
セ
ア
ニ
ア
に
も
広
が

っ
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ロ

科
の
長
瀬
先
生

は
八
月
に
十
四
名
の
生
徒
と
共
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ、

メ
ル
ボ
ル
ン
と

シ
ド
ニ
ー
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
バ

イ
オ
リ
ン
科
の

青
木
博
幸
先
生
と
ピ
ア
ノ

科
の
青
木
章

子
先
生
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
「
八

月
セ
ミ
ナ
ー
」

に
招
か
れ、

現
地
の
先

生
や
生
徒
を
指
導
な
さ
い
ま
し
た
。

三

人
の
先
生
方
に
、

両
国
の
才
能
教
育
の

熱
心
な
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
本
号
に
は、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
ア
メ
リ
カ
の
才
能
教
育
に
関
す
る
記

事
の
翻
訳
を
い
く
つ
か
掲
載
し
ま
し
た。

－
本
誌
五
十
六
日
方
に
は
高
等
科
・

研
究

科
卒
業
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
発
表

し
ま
し
た
が、

今
年
三
月
に
高
等
科
を

卒
業
し
た
生
徒
さ
ん
に
も
問
機
の
調
査

を
お
願
い
し
ま
し
た
の
で、

本
号
に
そ

の
集
計
結
果
を
掲
載
し
ま
す
。

実
際
に
・お
答
え
い
た
だ
い
た
方
が
二

O
O
名
弱
と
い
う
規
模
の
調
査
で
す
が

前
回
同
様
あ
ら
ゆ
る
面
で
興
味
の
あ
る

結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た、

こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
は
父
兄
の
感
想
欄

が
設
け
で
あ
り、

貴
重
な
チ
育
て
体
験

談
の
数
々
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
「
母
親
の
子
記」

と
し
て
今
後
連

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
F
定
で
す
。

ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

－
去
る
十
一

月
六
日、

松
本
市
で
「
鈴

木
鎖
一

と
才
能
教
育」

と
題
し
で、

鈴

木
先
生
と
才
能
教
育
の
活
動
を
改
め
て

市
民
に
紹
介
す
る
催
し
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

松
本
市
芸
術
文
化
祭
の
一

環
で

市
の
主
催
に
な
る
も
の
で
す
。

当
日
は

鈴
木
先
生
の
教
え
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

江
藤
俊
哉
先
生
と
中
嶋
嶺
雄
先
生
（
東

京
外
大
教
授）

に
演
奏
と
講
演
を
・お
願

い
し
た
ほ
か、

松
本
支
部
生
徒
の
大
合

奏
な
ど
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
先
生
が
松
本
名
誉
市
民
に
推
戴

さ
れ
て
か
ら
三
年
が
過
ぎ、

来
年
の
国

際
研
究
大
会
開
催
に
向
け
て
市
民
の
理

解
が
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
き
た
の
を
感
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じ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
催
し
で
は、

関
東
地
区

才
能
教
育
コ
ン
サ
ー
ト
（
東
京）
、

ナ

ヴ
ア
ラ
先
生
公
開
レ
γ
ス
ン
（
松
本）、

豊
田
弓
乃
さ
ん
の
リ
サ
イ
タ
ル
（
松
本）

に
つ
い
て、

そ
れ
ぞ
れ
指
導
者
の
皆
さ

ん
に
報
告
の
記
事
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
細
川

博）

才
能
教
育
第
六
十
二
号
（
秋
季）

昭
和
五
十
ヒ
年
卜一
月
三
十
日
発
行

印

刷

電

算
印
刷

株
式
会
社

発

行

制胴
才
能
教
育
研
究
会

本

部

〒
剖

松
本
市
深
志
三t一

O，
三

E
O
二
六
三（一
三
一）
七
一

七
一

振
替

長
野
O
I
九
二」
六
八

東
京
事
務
所

〒
聞

東
京
都
千
代
田
区

神
田
駿
河
台
二

九

主
凶聞
の
友
文
化
セ
ノ
タ
l
ピ
ル

官
O一
ニ
（
二
九
五）

O
二
七
O

東
海
事
務
所

〒
嗣

名
古
尾
市
千
種
区

春
開
通
り
問
ー
一

五

L入
沢
方

2
0
五一
一（
七
五

二
三
四e
ニ
六

- 88← 

年
極
購
読
料
一
、

五
O
O
円
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